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（療養所）の今 
 

A 無らい県運動とは、１９３０年代から１９６０

年代にかけて日本で行われた社会運動です。この

運動はハンセン病患者を県内から一掃し、療養所

に強制的に隔離・収容することを目的としていま

した。官民一体となって患者を摘発し、療養所へ

送り込むという活動が全国的に展開されていたの

です。 

  この運動の背景にあったのは、この病気は恐ろ

しい不治の病であり、感染した場合は二度と元に

もどらないという誤った思い込みがありました。 

  一般市民もハンセン病患者の監視や通報を奨励

され、「患者の存在を知ったものは無記名で投書せ

よ。」と隣人による密告をさせられたのです。 

  戦時中に中断された後も、戦後「第二次無らい

県運動」として強化され、厚生省が各都道府県に

事業の徹底を求めました。 

 

A 差別と偏見が助長されました。ハンセン病は

「おそろしい伝染病」という誤った認識が社会に

広まり、患者や家族に対する差別・偏見が定着し

ました。患者は療養所以外に居場所を失い、家族

も地域から排除されました。療養所では断種や人

工妊娠中絶が行われるなど、患者の人権は完全に

無視されました。 

  ２００１年の熊本地裁判決では、この無らい県

運動が、今日まで続くハンセン病患者に対する差

別・偏見の原点であると違法性が指摘され、国に

よる賠償が命じられました。 

  しかしながら、２００３（平成１５）年、南小国

町のある温泉ホテルが、恵楓園入所者の団体の宿

泊を拒否するという事件が起こり、大きな社会問

題となりました。このことは今もなお、根深い差

別や偏見が社会に残っていることを物語っていま

す。     

   

〇コロナ差別と似ている・・克服のためにできることは～どんなウイルスが入ってきても・・ 

 コロナでもハンセン病でも、患者や関係者への差別が起こる根源は、感染者が「社会にとって迷惑な存在」とさ
れてしまうところではないでしょうか。コロナ禍を思い起こせば、集団感染などがおこり報道されると、そうしたと

ころへ手紙やネットを介して批判や中傷があふれる状況となり、感染が知られた本人や家族は息を潜めて生きていく

しかない状況が多発していました。患者さんは「被害者」、周囲は「拒否」ではなく、包容を・・社会を挙げて守り

ましょう。差別はされる側の問題ではなく、差別する人＝人権を守れない人がいることが問題なのです。 

 人権を尊重し合うこと、倫理観を磨くことが偏見差別に気づけるようになる第一歩です。 

 

 

 
 
                                       
                                       
 
 

  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

    

                            

 

 

 

 

 

 

                          

                         

                  

                          

                        

                            

人権意識の高揚と 

 人権が尊重される社会の 

実現をめざして 

2025年（令和7年）11月作成 
 
日出町人権教育啓発推進協議会 

【Q ハンセン病は今・・？】 

 

【Q 菊池
き く ち

恵
けい

楓
ふう
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とは？】 

 

【Q  無らい県運動とは？】 

 A  ハンセン病は、「らい菌」によって、主に皮膚や

抹消神経が侵される感染症の一つです。この菌の感

染力は微弱で、感染しても発症することはきわめて

稀です。また、昭和１８（１９４３）年のプロミン

に始まる化学療法剤の効果によって確実に治療でき

るようになりました。現在ではいくつかの薬剤を組

み合わせた多剤併用療法（MDT）が広く行われてい

ます。 

  現在、約８００名が全国１３か所の国立療養所と

１か所の私立療養所に入所しています。入所者のほ

とんどはハンセン病から回復していますが、後遺症

があるため療養生活を送っています。 

A  ハンセン病の療養所です。明治４０（１９０７）

年、「癩予防に関する件」が法律として公布され、こ

れに基づき明治４２（１９０９）年、九州癩療養所

として開所しました。昭和１６（１９４１）年には

国に移管され「国立癩療養所」として現在の地（熊

本県合志市）に開設されました。総面積１８万坪の

敷地があり、国内最大級の療養所となっています。 

  戦後、第二次「無らい県運動」のもと入所者が急

増し、昭和３３（１９５８）年には１７３４名に達

しました。その後はプロミンの効果によって退所者

が増加し、新発患者は激減しました。そして高齢化

の進行などにより入所者は減少し、令和７（２０２

５）年現在、１０１名（平均年齢８７．５歳）にな

っています。 

  開所から１１０年が経過した園内には「隔離の

壁」（患者の逃亡防止のために建設）や「監禁室」

（無許可で療養所を出た者、所内の規約違反をした

者、職員の命令に従わない者等を収容）など、今な

おハンセン病の歴史を伝える建造物が残されていま

す。 

【Q 運動がもたらした影響は？   】 

 

回覧 



人権フェスティバル講演会 

「平和のバトンをつなぎます」 

～被爆体験を語り継ぐわたくし～ 

    被爆体験を語り継ぐ「語り部」 八木
や ぎ

 道子
み ち こ

 さん 

１２月６日（土）１０：３０～ 日出町中央公民館ホール 

 

 

（講師プロフィール） 

●１９３９年長崎市生まれ 現在８６歳 

●１９４５年に長崎市立伊良林国民学校に入学。その年の８月９日に原爆被爆。 

 １９５９年に長崎県立短期大学卒業後、両親と同じ教職員の道に進み、市内の小中学校に３８年間勤務し、１９９７年

に退職。「教員の退職はあっても、被爆者の退職はない。あなたは今から、被爆体験を話さなくちゃ。」という、『被爆

教師の会』の先輩に背を押され、長崎市平和推進協会、継承部に参加。 

 県内の小・中・高の学校はもとより、修学旅行の平和学習や県外の学校など、『長崎を最後の被爆地に』との強い願

いを込めて、被爆体験を語り継ぐ「語り部」の一人として現在も活動中。 

●原爆投下後、兄弟と一緒に逃げこんだ防空壕の中の様子が忘れられない。家族の無事を確認したり、水を求めた

りする声がトンネル内に反響し、恐ろしかった。女学校の教師をしていた母親が、学校から戻ってきて再会したとき

に初めて泣いた記憶がある。 

 

 

           

 

【Q ハンセン病は治るの？】 
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み
な
さ
ん
は
、
障
が
い
が
あ
る
方
の
こ
と
を
、
ど
う
思
っ
て
い
ま
す
か
。
私
は
、
他
の
人
と
ち
が
う
と

こ
ろ
は
あ
る
け
れ
ど
、
み
ん
な
同
じ
人
だ
か
ら
や
さ
し
く
接
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
お
も
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。 

 

私
の
家
の
近
く
に
、
お
年
寄
り
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
ま
し
た
。
そ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
病
気
で
目
が

見
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
外
に
出
か
け
る
と
き
に
は
、
白
い
つ
え
を
持
っ
て
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
い
う

お
年
寄
り
の
方
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
方
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
歩
い
て
い
る
の
を
よ
く
見
か

け
ま
す
。
前
ま
で
の
私
は
、（
大
変
そ
う
だ
な
。）
と
し
か
、
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

こ
の
前
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
と
い
う
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
障
が
い
の
事
と
は
ち
が

う
所
が
あ
る
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
授
業
で
は
、
認
知
症
の
方
と
の
接
し
方

や
、
そ
の
人
の
気
持
ち
な
ど
に
つ
い
て
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
、（
障
が
い
と
認
知
症
は
ち
が
う

所
が
あ
る
け
れ
ど
、
関
わ
り
方
に
あ
ま
り
変
わ
り
は
な
い
な
。）
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
私
は
、
障
が
い
が
あ
る
・
な
い
に
関
係
な
く
、
相
手
の
事
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他
の
人
よ
り
も
困
難
を
抱
え
な
が
ら 

も
、
力
強
く
生
き
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
が
、
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、 

こ
れ
か
ら
は
、
ど
ん
な
人
に
も
や
さ
し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
存
在
に
な
り 

た
い
で
す
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